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16kDa

CRABP2
CRABP2; Cellular retinoic acid-binding protein 2; Cellular retinoic acid-binding protein II;
CRABP-II
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、レチノイン酸（RA、ビタミンAの一種）結合タンパク質ファミリーおよびリポカリン／細胞質脂肪酸結合タンパク質ファミリーのメンバーをコードしています。このタンパク質は細胞質から核への輸送タンパク質であり、RAがその同族受容体複合体に結合し、核へ移行することを促進します。レチノイドシグナル伝達経路に関与し、循環血中の低密度リポタンパク質コレステロールの増加と関連しています。この遺伝子には、同じタンパク質をコードする選択的スプライシング転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2010年12月],ドメイン：内部に疎水性リガンドを収容するβバレル構造を形成する。,機能：レチノイン酸を核へ輸送する。核内レチノイン酸受容体へのレチノイン酸のアクセスを制御する。,誘導：レチノイン酸による。,類似性：カリシンスーパーファミリーに属する。脂肪酸結合タンパク質（FABP）ファミリー。,細胞内局在：リガンド結合により構造変化が生じ、核局在モチーフが露出し、タンパク質は核内に輸送される。,サブユニット：RXRおよびRARAと相互作用する（類似性による）。インポーチンαと相互作用する。,
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	CRABP2抗体を用いたHT-29細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	CRABP-IIポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

